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平成27年札幌福島会総会
ふるさとの話題で和やかに

　6月20日（土）、札幌近郊の福島町出身者でつくる
「札幌福島会」（吉澤慶信会長）の総会が、会員と来
賓96名の出席により、ホテルポールスター札幌で開
かれました。
　佐藤町長と溝部議長からの町の色々な話に耳を傾
け、また、会員同士が再会を喜び合い、昔話に花を
咲かせるなど、なごやかな総会となりました。
　今年もふるさと応援基金を活用した福島商業高等
学校生徒による特産品の販売をさせていただきまし
た。
　会の最後は、出席者全員で「ふるさと」を歌い、
福島に思いをはせておりました。

子どもから大人まで楽しく
町村合併60周年記念事業 吉岡小学校・町民合同大運動会

　5月31日（日）、吉岡地区で町村合併60周年記念事
業として、町民合同大運動会が行われました。
　当日は、風が強かったですが、幼児・小学校の児
童をはじめ、多くの地域住民が参加しました。
　今年は、「みんなで協力して楽しい運動会を成功
させよう」というテーマを掲げ、参加者たちは、大
きな拍手と大歓声の中、さまざまな種目に力を出し
切り、地域の皆さんが一体となって楽しい運動会は、
大成功に終わりました。

▲吉岡地区住民による綱引きの様子

日ごろの訓練の成果を披露
福島消防団総合訓練大会

　6月14日（日）、福島小・中学校グラウンドで平成
27年度福島消防団総合訓練大会が行われました。
　この大会は、消防団員の規律及び技術向上のため、
また、災害時に俊敏に対応するための訓練として毎
年実施されているものです。
　町内の５分団と女性団員合わせて54名が参加し、
小隊訓練に始まり小型ポンプ操法や分団対抗のホー
ス巻き競技、一斉放水など日頃の訓練の成果を披露
し、訓練を終了しました。

▲訓練前に整列をする消防団員

▲ふるさとの話題に話が弾み楽しいひとときに
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第２回 わんぱく相撲函館場所福島大会
めざせ全国大会！両国国技館

　６月14日（日）に鏡山公園相撲場において、第２回
わんぱく相撲函館場所福島大会が開催されました。
　この大会は、各地方の青年会議所が青少年の心身の
健全育成や地域コミュニティの活性化などを目的に各
地で相撲大会を開催しており、道南では、千代の山・
千代の富士の２大横綱を生んだ福島町で平成26年から
函館青年会議所が開催しております。
　当日は、小学１年生から６年生までの男女92名が出
場し、団体・個人の10部門で熱戦を繰り広げました。
　この大会の４年生から６年生までの男子優勝者は、
８月２日（日）に東京の両国国技館で開催される「第
31回わんぱく相撲全国大会」に出場となります。
　福島町からは、５年生男子の部で、見事優勝を果た
した野坂朋矢君が昨年に続き、全国大会へ出場するこ
ととなりました。
　全国大会で活躍できるよう町民の皆様の応援をよろ
しくお願いします。

１１

３３

２２

４４

１・２・３_熱戦を繰り広げる参加生徒達の様子
４_福島小学校の参加生徒全員で記念撮影
【写真中央でメダルをかけているのが全国大会へ出場する野坂君】

【個人戦は優勝者・団体戦は３位まで記載】
【個人戦】
■１年生男子の部　山村　哲平（北海道教育大学付属函館小学校）
■１年生女子の部　原田　七緒（日吉が丘小学校）
■２年生男子の部　松崎　蒼叶（上磯小学校）
■2・3年生女子の部　村田ちひろ（萩野小学校）
■３年生男子の部　斉藤　力丸（森小学校）
■４年生男子の部　伊藤　寛斗（鹿部小学校）
■4・5年生女子の部　小田　雪代（鹿部小学校）
■５年生男子の部　野坂　朋矢（福島小学校）
■６年生男子の部　木村　陸人（沖川小学校）

【団体戦】
■優　勝　　　　森小学校
■準優勝　　　　鹿部小学校
■第３位　　　　函館連合A
■第３位　　　　北斗連合B

大　会　結　果
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まちの身近な話題を募集！

　広報「ふくしま」では、皆さんからの身近な話題を募集
します。「季節外れにきれいな花が咲いた」、「珍しい野菜
が採れた」など、身近な話題やニュースなど何でも構いま
せんので情報を募集します。
　お気軽に企画財政課広報広聴係（☎47-3007）までご連
絡ください。

《町民の皆さんも広報「ふくしま」の記者となり話題
　を提供し広報誌づくりに参加してみませんか。》

●広告掲載料（税込）
　①4.5cm×8.8cm （下一段1/2）  5,000円
　②4.5cm×17.8cm （下一段）　 10,000円
●申し込み
　発行月の前月５日までに有料広告掲載申込書を提出して下さい。
■申し込み・問い合せ先
　企画財政課広報広聴係　☎47-3007

広報ふくしまに
広告を掲載しませんか

江差信用金庫が木製ベンチを寄贈
　６月18日（木）に、江差信用金庫（藤谷直久理
事長）から、地域の皆様への感謝の気持ちとして、
道南杉で作った木製ベンチが寄贈されました。
　ベンチは、横綱千代の山・千代の富士記念館で、
来館者の休憩場所として利用されています。
　また、木製ベンチはこれまでも寄贈していただ
いており、青函トンネル記念館やパークゴルフ場
で活用されています。

▲大島福島支店長（写真左）より贈られた目録と木製ベンチ

　また、福島町コミュニテイ運動推進協議会で各町内会な
どに募集した活動の「花いっぱい運動」を松浦町内会、館
崎２・３町内会、新栄町町内会、福島町花を愛する家族会
で、国道・道道・町道などに、いっぱいの花を植えてくれ
ました。
　花や緑のある潤いのまちづくりのために、ご協力をいた
だきありがとうございました。

写真１_館古町内会・吉田町町内会による花植えの様子
写真２_ひまわり会による花植えの様子
写真３_新栄町町内会による花植えの様子

１１

３３

２２

　今年も道路の環境美化活動を函館開発建設部、函館建設管理部と地元団体が
協力して行う「ボランティア・サポート・プログラム」が行われました。
　館古町内会・吉田町町内会は役場前に、ボランティアサークルひまわり会は、
青函トンネル記念館前の花壇に、色とりどりの花を植え、来館者や町内の方々
に大変好評となっています。
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町
議
会
定
例
会

（
５
月
会
議
）

　

平
成
27
年
度
町
議
会
定
例
会
５

月
会
議
は
、
５
月
29
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
、
議
案
２
件
が
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

☆
契
約
の
締
結

○ 

吉
岡
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

の
内
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
の
目
的

　

吉
岡
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

　

の
内
建
築
主
体
工
事

・
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　

２
億
５
千
207
万
２
千
円

・
契
約
の
相
手
方

　

福
島
町
字
三
岳
154
番
地
の
21

　

 

金
澤
・
北
村
・
松
岡
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

株
式
会
社
金
澤
建
設

　
○ 

福
島
町
総
合
体
育
館
耐
震
化
等

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

・
契
約
の
目
的

　

 

福
島
町
総
合
体
育
館
耐
震
化
等

改
修
工
事

・
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　

２
億
３
千
112
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

函
館
市
高
盛
町
３
番
20
号

　

 

高
橋
組
・
イ
ン
テ
リ
ア
小
笠

原
・
柏
崎
工
務
店
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

株
式
会
社
高
橋
組

　

昭
和
46
年
創
業
か
ら
、
社
長
を

は
じ
め
従
業
員
が
一
体
と
な
っ
て

日
頃
か
ら
危
険
物
施
設
の
維
持
管

理
と
事
故
防
止
に
積
極
的
に
努
め

さ
ら
に
昭
和
57
年
以
来
の
福
島
町

危
険
物
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る

功
績
が
認
め
ら
れ
、
安
岡
建
設
工

業
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
安
岡

恵
氏
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

下
記
写
真
は
、
受
賞
団
体
安
岡
建

設
工
業
株
式
会
社
専
務
取
締
役

　

安
岡
一
博 

氏

　

５
月
27
日
（
水
）、
札
幌
市
に

お
い
て
、
福
島
中
学
校
が
、
北
海

道
漁
港
協
会
よ
り
、
永
年
取
り
組

ん
で
お
り
ま
し
た
漁
港
を
は
じ
め

と
す
る
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
作
戦
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
漁
港
愛
護
優

良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

成
原
房
江
さ
ん
（
館
古
）
が
６

月
６
日
（
土
）
に
満
100
歳
の
誕
生

日
を
む
か
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
正
４
年
生
ま
れ
の
成
原
さ
ん

は
自
宅
で
、
元
気
に
過
ご
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、佐
藤
町
長
よ
り「
も
っ

と
も
っ
と
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
か

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

北
海
道
危
険
物
安
全
協
会

連
合
会
会
長
表
彰
（
団
体
）

平
成
27
年
度

漁
港
愛
護
優
良
団
体
表
彰

祝
100
歳
!!

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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☆ 

保
険
料
を
納
め
る
事
が
経
済
的

に
難
し
い
と
き

　

国
民
年
金
に
は
、保
険
料
の「
免

除
」「
納
付
猶
予
」
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
「
払
え
な
い
か
ら
」
と
未
納
の

ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
将
来
自
分

の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
し
た
時
に
、「
障
害
基

礎
年
金
」
や
「
遺
族
基
礎
年
金
」

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

☆
免
除
の
期
間
に
つ
い
て

　

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
を
一

つ
の
年
度
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
は
27
年
度
分

（
27
年
７
月
〜
28
年
６
月
ま
で
）

の
免
除
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

☆
「
保
険
料
免
除
制
度
」
と
は

　

国
民
年
金
の
免
除
制
度
は
「
全

額
免
除
」、「
４
分
の
１
免
除
」、「
半

額
免
除
」、「
４
分
の
３
免
除
」
の

４
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

免
除
申
請
を
し
、
年
金
事
務
所

で
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
の
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
４
分
の
１
免
除
」、「
半

額
免
除
」、「
４
分
の
３
免
除
」
を
承

認
さ
れ
た
場
合
は
、
保
険
料
を
納

め
な
い
と
免
除
の
効
果
が
な
く
な

り
、
未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

免
除
申
請
の
対
象
と
な
る
方

　
「
免
除
申
請
者
本
人
」、「
申
請

者
の
配
偶
者
」、「
世
帯
主
」
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
に
よ
り
判
定
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
失
業
な
ど
に
よ
り
承
認

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆ 

30
歳
未
満
の
方
は
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
の
申
請
手
続
き

を
！

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

年
金
事
務
所
で
承
認
を
受
け
る

と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予
の
対
象
と
な
る
方

　

申
請
者
本
人
と
申
請
者
の
配
偶

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に
よ

り
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
失
業
な
ど
に
よ
り
承
認

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆ 

学
生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
の
申
請
手
続
き
を
！

　
（
４
月
か
ら
受
付
し
て
い
ま
す
）

学
生
免
除
の
対
象
と
な
る
方

① 

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年
の

所
得
が
118
万
円
以
下
の
方
で
す
。

７
月
１
日
か
ら
新
年
度
分
の
免
除
申
請
受
付
開
始
！

国国
民民

金金
年年

の
お
知
ら
せ

●承認された場合に納付する
　保険料額（月額）

一部免除 承認期間中に
納付する保険料

４分の３免除 ３，８１０円

半額免除 ７，６３０円

４分の１免除 １１，４４０円

② 

会
社
を
退
職
し
て
学
生
と
な
ら

れ
た
方
は
失
業
を
考
慮
し
た
審

査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

☆
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
に
は
追
納
制
度
が
あ

り
、
10
年
以
内
な
ら
保
険
料
免
除

（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）、
若
年

者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を

受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
こ

と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保
険

料
に
加
算
額
が
つ
き
高
く
な
り
ま

す
。

　

年
金
情
報
流
出
事
案
に
関
し
て

次
の
様
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所

か
ら
お
客
様
に
電
話
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
客
様
に

お
金
を
要
求
す
る
事
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

○
日
本
年
金
機
構
が
お
客
様
に
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

○
お
客
様
の
個
人
情
報
（
家
族
構

成
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本
年

金
機
構
や
機
構
の
職
員
を
名
乗
る

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
迷
わ

ず
に
左
記
の
番
号
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
。

【
専
用
電
話
窓
口
】

　

０
１
２
０
―

８
１
８
２
１
１

　

受
付
時
間
８
時
30
分
〜
21
時

【
警
察
相
談
専
用
電
話
】

　

♯
９
１
１
９

　

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で

　

７
月
８
日
（
水
）

場
所　

福
島
町
役
場

時
間　

午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

　
『
予
約
制
』
の
た
め
、
７
月
３

日
（
金
）
ま
で
に
相
談
し
た
い
内

容
を
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
年
金

係
（
☎
47
―
４
６
８
１
）
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に

し
た
『
振
り
込
め
詐
欺
』
等

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

―広報ふくしま　7月号――広報ふくしま　7月号―



１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
21
22

23

24

25

26

27

28

29
30
31

今月の行事予定今月の行事予定

お問い合わせ先　‒ telephone -

7 月
July

―広報ふくしま　7月号――広報ふくしま　7月号―



後期高齢者医療制度のお知らせ
～　保険証（被保険者証）の一斉更新について　～

お問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒 060-0062
札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
電話　011-290-5601

保健福祉課国民健康保険係
後期高齢者医療担当

電話　４７－４６８２

新しい保険証はオレンジ色です

◆保険証が新しくなります
　 現在ご使用の保険証の有効期限が平成２7年７月３１日をもって満
了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　 ７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、
オレンジ色の保険証をご使用ください。

更新の日程等については、後日（7月中旬頃）回覧等でお知らせします。

○　新しい保険証の有効期限は、平成28年７月31日までです。
○　 紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、保健福祉課までお
申し出ください。

◆ 医療費通知の発行を希望される方へ

●　新たに発行をご希望の方はご連絡ください

　被保険者の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくために、医療費を半年ごとに
まとめ、発行をご希望の方を対象に医療費通知を送付しています。
　なお、次回の発行は、９月（平成２７年１月～６月の医療費を対象）に行います。

　新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合または保健福
祉課へご連絡ください（電話でのご連絡だけで手続きできます）。

○　すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方には、継続して発行しますので、手続きの必要は
ありません。

新しい減額認定証はピンク色です

区　分　Ⅱ ・ 世帯全員が住民税非課税である方

区　分　Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、
次のいずれかに該当する方
・ 世帯全員の所得が０円の方
  （公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）
・ 老齢福祉年金を受給されている方

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

◆減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります
　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成２７年７月３１日をもって満了となるため、８
月以降は使用できなくなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので、８月１日からは
ピンク色の減額認定証をご使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、
保健福祉課へ申請してください。

―広報ふくしま　7月号――広報ふくしま　7月号―



　子ども・重度心身障がい者・ひとり親家庭等の各医療費受給者証は、7月31日で有効期間が満了となり、８月１
日から使用できなくなります。
　町では、更新手続きを不要とし、次に該当する方を除き、受給者証の交付方法を ｢郵送による交付｣ とし
ております。

○手渡し交付となる方　　　

　・重度心身障がい者医療費受給者で、受給者証の左上に「老初」「老課」と記載のある方
　　　 　ご使用の ｢後期高齢者医療保険証｣ が同じく更新となりますので、昨年と同じく新しい後期高齢者医療

保険証と一緒に手渡しで交付いたします。
　　　　後期高齢者医療保険証更新の詳しい日程等は、後日回覧いたします。

※別途通知済の ｢書類提出が必要な方（下記）｣ は、期日までに提出をお願いします。
　・高校生受給者の方（子ども医療費のみ）→　在学証明書
　・大学生等受給者の方（ひとり親家庭等医療費のみ）　→　在学証明書
　・今年、福島町へ転入された方等（三医療共通）→　平成27年度所得課税（非課税）証明書

◇新しい受給者証は、７月24日頃までに届くよう送付予定です。
　（有効期限までに届いていない場合には、連絡をお願いします。）

※現在交付を受けておらず、上記表に該当すると思われる方は、保健福祉課まで連絡して下さい。
　重度心身障がい者・ひとり親家庭等医療費給付事業は、所得制限があるため、対象にならない場合もあります
のであらかじめご了承ください。

医療受給者証が更新となります !!

事　業　名 対　象　者 対象診療 証の色

子 　 ど 　 も
医療費給付事業

０歳～１８歳の方（満18歳に達する日以後の3月31日まで）
※中学校修了者については、高等学校（定時制 ･通信制を除く）に在
学していることが条件となります。

入院・通院 白 色

重度心身障がい者
医療費給付事業

身体障がい者（児）…身障手帳1級、2級、内部障害3級の方 入院・通院
緑 色知的障がい者（児）…療育手帳 ｢A｣ 判定の方 入院・通院

精神障がい者（児）…精神手帳1級 通院のみ

ひとり親家庭等
医療費給付事業

母子・父子家庭の親及び扶養されている18歳までの方
※学生は20歳まで

入院・通院
（親は入院のみ） 黄 色

01392-5-3509
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広
報
５
月
号
の
新
規
講
座

募
集
に
応
募
い
た
だ
い
た
意

見
を
参
考
に
６
月
７
日（
日
）

に
新
規
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

森
町
の
木
族
工
房
永
井
将

人
氏
を
講
師
と
し
て
、
参
加

者
は
木
の
話
を
し
な
が
ら
個

性
豊
か
な
そ
れ
ぞ
れ
の
木
の

ス
プ
ー
ン
を
作
成
し
、「
難

し
い
け
ど
ま
た
や
り
た
い
」

な
ど
の
声
も
あ
り
、
講
座
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
（
土
）
に
昨
年

に
引
き
続
き
千
軒
地
区
で
笹

島
義
廣
氏
を
講
師
と
し
て
自

然
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
春
の
草
木
観
察
を

中
心
と
し
た
内
容
で
、
12
名

の
参
加
者
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

　

５
月
21
日
（
木
）
に
イ
ン

ド
ア
プ
ラ
ン
ツ
シ
ョ
ッ
プ
山

本
か
お
る
氏
の
「
初
夏
の
寄

せ
植
え
変
わ
り
ペ
チ
ュ
ニ
ア

の
植
え
込
み
」
と
い
う
内
容

で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
植
木
鉢
の
作
成
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

毎
年
幼
児
向
け
の
演
劇
や

人
形
劇
な
ど
の
公
演
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

「
人
形
劇
団
夢
み
る
風
船
」

の
公
演
を
５
月
29
日
（
金
）

に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
福
島
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
福
島
保
育
所

の
園
児
の
ほ
か
、
一
般
の
幼

児
な
ど
約
60
名
が
鑑
賞
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　

演
劇
の
「
お
む
す
び
こ
ろ

り
ん
」
の
公
演
が
始
ま
る
と
、

園
児
た
ち
は
、
見
入
る
よ
う

に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

木
工
講
座

木
工
講
座

春
の
自
然
観
察
会

春
の
自
然
観
察
会

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

幼
児
人
形
劇

幼
児
人
形
劇

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

「
楽
し
い
、
歩
く
こ
と
で
運
動

不
足
の
解
消
に
も
な
る
」
と

の
声
も
あ
り
、
好
評
で
し
た
。

　

季
節
ご
と
に
開
催
を
予
定

し
て
い
る
の
で
、
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
９
日
（
火
）、
福
島

町
通
学
合
宿
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
通
学

合
宿
の
実
施
内
容
を
決
定
し

ま
し
た
。

①
実
施
期
日

　

８
月
23
日
（
日
）

　

〜
８
月
27
日
（
木
）

②
宿
泊
場
所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

③
参
加
対
象

　

小
学
校
４
〜
６
年
生

④
募
集
定
員　

30
名

　

通
学
合
宿
は
、
小
学
生
を

対
象
に
「
親
元
を
離
れ
主
体

的
な
行
動
や
規
則
正
し
い
生

活
を
通
し
て
、
自
主
性
や
協

調
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム

の
改
善
を
図
る
」
こ
と
を
目

的
に
福
島
町
で
は
３
年
目
の

実
施
と
な
り
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
に
は
、
ふ
く

し
ま
町
女
性
の
会
・
福
島
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
両
小
学

校
・
教
育
委
員
会
が
構
成
団

体
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
い
た
だ
け
る
実
行
委
員

が
、
食
事
の
賄
い
な
ど
参
加

児
童
の
生
活
の
お
世
話
を
し

ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
実
行
委

員
が
参
加
児
童
の
学
習
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
通
学
合
宿
で
は

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
も
慣
れ
る
に
つ
れ
て

個
性
を
出
し
始
め
、
み
ん
な

で
仲
良
く
集
団
生
活
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
学
校
で
参
加
者

を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
８
月
末
に
、４
泊
５
日
で
！

今
年
は
８
月
末
に
、４
泊
５
日
で
！

福
島
町
通
学
合
宿

―教育委員会通信 7月号―



◇ 

千
代
の
富
士
杯
争
奪
相
撲

大
会（
鏡
山
公
園
相
撲
場
）

○
日
時　

７
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

※ 

雨
天
の
場
合
は
、
福
島
中

学
校

☆
７
〜
８
月
の
行
事

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

▽ 

第
13
回
い
き
い
き
町
内
会

対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

【
６
月
６
日
（
土
）
福
島

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

公
園
】

　

大
会
は
、
８
町
内
会
か
ら

10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
末
、
吉
岡
３
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

吉
岡
３
チ
ー
ム

　

 （
吉
田
秀
明
、
丁
子
谷
雅

男
、岩
﨑
輝
夫
、菊
地
忠
三
）

準
優
勝　

館
古
チ
ー
ム

　

 （
若
山
正
廣
、
若
山
美
子
、

花
田
孝
一
、吉
村
八
重
子
）

第
３
位　

月
崎
１
Ａ
チ
ー
ム

　

 （
住
吉
数
雄
、
住
吉
昌
博
、

深
川
清
春
、
住
吉
明
子
）

○
中
学
校
陸
上

▽ 

第
64
回
渡
島
中
学
校
陸
上

競
技
大
会
【
６
月
13
日

（
土
）
函
館
市
千
代
台
陸

上
競
技
場
】

○
男
子
【
共
通
】

・
800
㍍　

７
位 

角
谷　

蓮

・
1500
㍍　

３
位 

平
沼　

連

・
3000
㍍　

３
位 

平
沼　

連

　
　
　
　

８
位 

成
田　

志

・
砲
丸
投
３
位 

菊
池
虎
之
介

　
　
　
　

５
位 

西
村 

永
貴

・
走
幅
跳
７
位 

角
谷　

 

蓮

・
男
子
４
×
100
㍍
リ
レ
ー
７
位

　
（ 

石
田
泰
眞
、
西
村
永
貴
、

今
井
龍
太
、
五
島
優
也
）

【
２
年
】

・
100
㍍　

８
位 

村
田 

楓
斗

○
女
子
【
共
通
】

・
800
㍍　

４
位 
木
村　

楓

・
1500
㍍　

６
位 

木
村　

楓

・
砲
丸
投
１
位 

佐
々
木 
恋

　
　
　
　

５
位 

平
山　

 

響

・
女
子
４
×
100
㍍
リ
レ
ー
８
位

　
（ 

白
川
由
依
、
福
井
綾
奈
、

木
村
楓
、
小
川
亜
美
）

【
３
年
】

・
100
㍍　

１
位 

小
川 

亜
美

・
200
㍍　

２
位 

小
川 

亜
美

○
少
年
野
球

▽ 

ホ
ク
レ
ン
旗
・
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
王
座
決

定
予
選
大
会
【
６
月
13
日

（
土
）・
14
日
（
日
）】

１
回
戦（
七
飯
本
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

福
島
吉
岡
５
―
２
き
き
ょ
う

２
回
戦（
浜
分
近
隣
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

福
島
吉
岡
０
―
４

美
原
オ
ア
シ
ス

○
野　

球

▽ 

道
新
繁
泉
販
売
所
杯
野
球

大
会
【
５
月
21
日
〜
５
月

29
日 

新
緑
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
】

優　

勝　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

準
優
勝　
フ
ァ
イ
ア
ー
ピ
ー
ポ
ー

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

▽ 

渡
島
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
【
６

月
18
日
（
木
）
知
内
町
】

【
予
選
】

　

福
島
14
―
23
上
ノ
国
町

　

福
島
10
―
17
知
内
町

◇
水
中
運
動
教
室

（
町
民
プ
ー
ル
）

○
期
日

　

７
月
10
日
（
金
）

　

14
日
（
火
）・
17
日
（
金
）

　

24
日
（
金
）・
28
日
（
火
）

　

10
時
00
分
〜

○
対
象　

一
般
町
民

◇ 

ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル（
町
民
プ
ー
ル
）

○
期
日

　

７
月
29
日
（
水
）

　

30
日
（
木
）・
31
日
（
金
）

　

８
月
４
日
（
火
）

○
対
象　

４
歳
〜
小
学
生

※ 

希
望
者
は
申
込
書
（
町
民

プ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

町
民
プ
ー
ル
へ
提
出
く
だ

さ
い
。

※ 

問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学

習
課
ま
で

　

☎
47
―
３
６
７
５

≪校歌を探しています !! ≫ ≪無料講習を実施中 !! ≫
　教育委員会では、「日出小学校」の校歌（詞・楽譜）
が掲載された資料を探しています。
　閉校時の記念誌など、資料をお持ちの方で、お貸し
いただける方がいらっしゃいましたら、お手数でも教
育委員会まで連絡お願いします。（借用に伺います。）
□連絡先：教育委員会学校教育課（☎４７- ３６７５）

　町では、就職対策や就職後に活用できる資格取得対
策として、福島商業高校 ｢在校生｣ 及び ｢卒業生｣ を
対象に、『公務員受験』『看護・医療受験』『日商簿記
試験』の対策講習を実施しています。
　受講料は、無料です。この機会に是非ご利用下さい。
会場は、福島商業高校です。
□問い合わせ先：福島商業高校（☎４７- ２１３１）

―教育委員会通信 7月号―



晴
天
に
恵
ま
れ
た
運
動
会

黒
米
の
田
植
え
（
５
年
生
）

北
電
電
気
教
室
（
４
年
生
）

あ
き
ら
め
ず
に
最
後
ま
で

「
田
植
え
」
体
験

　

総
練
習
は
雨
で
一
日
延
び
ま
し

た
が
、
６
月
７
日
（
日
）
は
見
事

な
晴
天
に
恵
ま
れ
て
の
今
年
の
運

動
会
。
青
空
の
も
と
元
気
い
っ
ぱ

い
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ど
の
競
技
に
も

一
所
懸
命
に
取
り
組
み
、
ま
さ
に

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
全
力
疾
走
」
の
ご

と
く
素
晴
ら
し
い
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、係
活
動
や
遊
戯
、

組
み
体
操
で
は
全
員
が
一
致
協
力

し
て
感
動
す
る
場
面
を
た
く
さ
ん

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
や

地
域
の
皆
さ
ん
に
熱
い
声
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

力
づ
け
ら
れ
た
一
日
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

応
援
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

運
動
会
前
の
５
月
25
日
（
月
）、

５
年
生
23
名
が
三
岳
の
水
田
で
、

黒
米
の
田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
天
気
も
よ
く
、
田
ん
ぼ

へ
素
足
に
な
っ
て
入
り
、
や
わ
ら

か
い
泥
の
感
触
を
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
ぬ
か
る
む
田
で
、
な
か
な

か
自
由
の
き
か
な
い
中
で
、
手
で

苗
を
植
え
て
い
く
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
。

苗
の
束
を
手
に
と
り
な
が
ら
、
一

本
一
本
丁
寧
に
植
え
込
ん
で
い
ま

し
た
。
最
後
に
、
自
分
の
植
え
た

と
こ
ろ
に
名
札
を
立
て
て
田
植
え

作
業
が
終
了
。
泥
だ
ら
け
に
な
っ

た
手
足
を
用
意
し
た
バ
ケ
ツ
で
き

れ
い
に
洗
い
落
と
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
、
田
植
え
が
終
わ
っ
て
、
次

は
収
穫
で
す
。
自
分
た
ち
の
植
え

た
苗
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
た
の

か
、
収
穫
の
秋
が
楽
し
み
で
す
。

　

６
月
12
日
（
金
）
に
、
北
電
の

方
を
招
い
て
、
電
気
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
も
、
吉
岡
小
学
校

と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
電
気
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
作
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に

各
家
庭
に
ま
で
届
け
ら
れ
て
い
る

の
か
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
二
組
に
分
か
れ
の

学
習
。
北
電
の
方
に
教
わ
り
な
が

ら
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
気
工
事
用
の
大
型
ク

レ
ー
ン
に
備
え
付
け
ら
れ
た
作
業

用
ボ
ッ
ク
ス
の
試
乗
体
験
。
ア
ー

ム
が
高
々
と
持
ち
上
が
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
天
空
の
人
。
驚

き
の
高
さ
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
私
た
ち
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
を
い
た
だ

い
た
北
電
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
（
日
）、
吉
岡
小
学

校
・
町
民
合
同
大
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
吉
岡
村
と
福
島
町
の

合
併
60
周
年
と
い
う
こ
と
で
記
念

の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
も
、
子
供
た
ち

は
紅
白
に
別
れ
、
徒
競
走
や
団
体

戦
を
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
ヨ
サ

コ
イ
、
幼
児
種
目
、
町
民
参
加
の

各
競
技
等
々
、
第
12
回
目
の
運
動

会
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
（
月
）
に
５
年
生
が

田
植
え
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
は

じ
め
に
農
家
の
方
か
ら
、
米
の
種

類
や
植
え
方
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
後
、
田
ん
ぼ
に
入
り
黒
米
を
植

え
ま
し
た
。

　

泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
て

い
ね
い
に
苗

を
植
え
て
い

ま
し
た
。

　

農
家
の
方

々
の
苦
労
と

命
を
育
て
る

大
変
さ
を
感

じ
る
こ
と
が

で
き
た
貴
重

な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な

で
運
動
会
を

成
功
さ
せ
よ

う
。」の
テ
ー

マ
の
も
と
、

練
習
か
ら

チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に

し
一
人
一
人

が
全
力
で
取

り
組
み
ま
し

た
。
競
技
は

も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
力
の

限
り
応
援
し
て
い
る
姿
や
係
活
動

で
働
く
姿
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
感
じ
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
雨

の
た
め
、
無
事
開
催
で
き
る
か
心

配
で
し
た
が
、
地
域
・
保
護
者
の

方
や
役
場
、
教
育
委
員
会
の
方
の

ご
協
力
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
運
動

会
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
多
大
な
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



前
期
生
徒
総
会

交
通
安
全
教
室

ワ
ー
プ
ロ
大
会
団
体
２
位

渡
島
中
体
連

陸
上
競
技
大
会
開
催

薬
物
乱
用

防
止
教
室
の
実
施

　

６
月
13
日
（
土
）
に
函
館
市
千

代
台
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
平

成
27
年
度
渡
島
中
体
連
陸
上
競
技

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
は

陸
上
部
の
14
名
を
含
め
、
全
校
か

ら
28
名
の
精
鋭
を
選
抜
し
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。

　

当
日
の
気
温
は
少
し
肌
寒
い
く

ら
い
で
し
た
が
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

意
気
込
み
で
、
全
道
大
会
や
自
己

ベ
ス
ト
記
録
を
目
指
し
て
、
走

り
・
跳
び
・
投
げ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
２
名
の
優
勝
を
含
め
、

16
名
の
選
手
が
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
３
名
５
種

目
で
全
道
陸
上
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
（
火
）、
福
島
中
学

校
体
育
館
で
「
薬
物
乱
用
防
止
教

室｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
講
師
と
し
て
松
前
警
察
署

生
活
安
全
係
の
方
を
迎
え
、
今
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
話
題
と
な
り
、

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
に
つ

い
て
、
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
で「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」

は
以
前
、「
合
法
ド
ラ
ッ
グ
」
や

「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
と
い
う
名
前

で
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
か
っ
こ

い
い
装
丁
で
誤
魔
化
し
、
購
買
意

欲
を
高
め
て
販
売
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
。
そ
し
て
、「
危
険
ド

ラ
ッ
グ
」
は
、
現
在
自
動
販
売
機

な
ど
で
比
較
的
簡
単
に
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
た
り
、
生
徒
に
マ
イ

ク
を
向
け
た
り
し
な
が
ら
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

生
徒
も
真
剣

に
考
え
な
が

ら
話
を
聞
き
、

危
険
ド
ラ
ッ

グ
の
危
険
性

に
つ
い
て
再

認
識
し
て
い

ま
し
た
。

　

前
期
生
徒
総
会
が
５
月
８
日

（
金
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
後
期
活
動
反
省
、

生
徒
会
決
算
報
告
、
平
成
27
年
度

前
期
活
動
計
画
、
生
徒
会
予
算
案

を
各
関
係
の
代
表
生
徒
が
説
明
し

ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
も
、
生
徒

会
執
行
部
の
生
徒
や
各
委
員
会
の

委
員
長
が
答
弁
し
、
各
議
案
が
承

認
さ
れ
閉

会
し
ま
し

た
。
生
徒

総
会
は
、

企
画
・
運

営
を
生
徒

自
ら
行
っ

て
お
り
、

終
始
、
真

剣
な
趣
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
15
日
（
金
）、
松
前
警
察

署
の
方
を
講
師
と
し
て
、
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
転
車
の
正
し
い
乗
車
ル
ー
ル

や
事
故
の
危
険
性
、
交
通
事
故
の

悲
惨
さ
を
訴
え
た
ビ
デ
オ
を
視
聴

し
、
改
め
て
交
通
安
全
の
意
識
を

　

全
道
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
が
６

月
10
日
（
水
）
に
行
わ
れ
、
本
校

ワ
ー
プ
ロ
部
が
団
体
２
位
、
個
人

で
も
３
年
の
大
山
瑞
稀
さ
ん
が
佳

良
賞
に
入
賞
す
る
な
ど
、
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　

生
徒
の
中

に
は
「
普
段

の
力
を
出
し

切
れ
な
か
っ

た
…
」
と
悔

や
む
生
徒
も

お
り
、
今
後

の
大
会
が
楽
し
み
で
す
。

～第64回 新潮祭～～第64回 新潮祭～学校祭のご案内学校祭のご案内

　今年の学校祭『新潮祭』は、「Make It Shine ～楽しめ・騒げ・輝け」をテーマに、７月
１９（日）･２０（月）の２日間で開催します。１日目は、浴衣を着ての「踊りパレード」、
２日目は、各学年による「模擬店 ･クラス出し物」やＰＴＡによる「バザー・模擬店」･生
徒会企画のステージ発表などがあります。
　一般公開は２０日 (月 ) の１１時からとなっておりますので、たくさんのご来場をお待ち
しています。

高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
生
に

協
力
し
て
も
ら
い
体
育
館
の
中

で
、
実
際
に
自
転
車
を
使
用
し
て

の
「
傘
を
差
し
な
が
ら
の
運
転
や

携
帯
を
操
作
し
な
が
ら
の
運
転
」

が
ど
れ
だ
け
判
断
を
遅
ら
せ
る
か

と
い
う
実
験

も
行
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、

生
徒
代
表
と

教
職
員
代
表

に
よ
る
交
通

安
全
宣
言
が
行
わ
れ
、
学
校
全
体

で
交
通
安
全
に
取
り
組
む
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。



ご意見やお問い合わせは   農林課まで　☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

黒米田植え作業＆教育ファーム開催黒米田植え作業＆教育ファーム開催

どすこい朝市が始まりました！どすこい朝市が始まりました！

黒米の説明をする寺山指導員 田植えを体験する児童

　５月２５日（月）、黒米生産会員による黒米の田植え作業が行われました。会員は、今年の苗は
育ちが良く、今後の天候に恵まれると秋には豊作になりそうだと張り切って田植えを行いました。
　また、同日に福島小学校と吉岡小学校の５年生を対象に、教育ファーム事業で田植え体験が開催
されました。
　子どもたちは田植えをする前に、農業改良普及センター南部支所の寺山指導員による説明で黒米
の特徴等について学習し、実際に裸足で田んぼに入り足を取られながらも、秋に豊作になることを
祈りながら一生懸命黒米の田植えに取り組みました。

　５月２４日（日）午前７時から、トンネル記念館駐車場でどすこい朝市が始まりました。
　今年度は目玉商品を用意し、旬な野菜や果物、魚介類などを普段よりもお買い得な価格で販売し
ます。初回は甘いイチゴ、バナナ、塩紅鮭や干しソウハチなどが目玉商品として、お買い得価格で
販売され大盛況でした。
　７月からは、福島町産の新鮮な野菜等が数多く出品されますのでぜひご来場ください。
　※朝市開催日：毎週日曜午前７時～　トンネル記念館駐車場（雨天時：福祉センター入口横通路）

―広報ふくしま　7月号―



　みなさん、いかがお過ごしでしょうか？北海道の短い夏を満喫しましょう！

　新聞でお読みになられた方もいらっしゃるかと思いますが、６月５日に観光庁の
Visit Japan 大使に任命されているシンガポール在住のジョージ・リムさんが視察にお
見えになりました。
　やはり相撲というコンテンツは外国人にとって非常に興味深いものだとおっしゃって
いました。これからもトップセールスを含め前面に押し出していくべきだと感じました。
　昨年のクルーズ船オプショナルツアーでは数多くの外国人がいらしています。
　ジョージさんはこうおっしゃっていました。「新幹線が開業するのは素晴らしい機会
だ。これは東北だけでなく、また道南だけでもなく。いわゆる青函圏で一つのまとまり
をもった観光コンテンツにすべきだ。」と。『広域連携』。私はこう感じております。観光だけでなく、全てのこ
とにおいて、これからは広域的な連携…つまり近隣市町村と手を組んで密接な連携を持たなければ、各市町村単
独では成り立たないと感じています。
　観光について言えば、札幌市や上富良野町・美瑛町・斜里町と比べると、道南地方の他にはない魅力とは、一
体何なのでしょうか？私はこう思います。目の前に見える青森県＝青森県と道南を一度で楽しめることだと。こ
れは他の北海道の地域にはない、道南だけの素晴らしい特性だと考えます。
　では、具体的には…。以前から青函圏で連携についての協議はされております。地盤はできているはずなので、
例えば包括的なモデルコースを作成したり、一つのコンテンツ…例えばサイクリングで江差町から松前町・福島
町を通り青森側へというようなことも可能だと思います。
　その連携の中で福島町は何を提供できるか。どのようなおもてなしができるのか。今あるモノをその時々の需
要やトレンドに合わせて変化させた上で提供しなければ、お客様は振り向きません。販売業だけでなく観光も、
無形サービスも然り。その中でターゲットを明確に決めていく。例えば、外国人向けにはこういうサービスを、
日本人向けにはこういうサービスを、という風に。その辺りが大変なのだと感じています。
　福島町は『横綱の里』として打ち出しております。そして、最近では『スー女』と呼ばれる女性の相撲ファン
が多くなっています。相撲に対して追い風となっていると感じています。この機を逃さず、もっと相撲を前面に
押し出した観光誘致を実施していけば面白いことになるのでは？と考えています。直近では夏合宿があります。
まずはこのＰＲに全力を尽くしたいと思います。

地域おこし協力隊
川端　教文

▲リム氏　町長と固い握手 ▲リム氏　横綱記念館前にて
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福
島
町
関
係
戦
没
者
に
対
し
、

町
民
こ
ぞ
っ
て
追
悼
の
誠
を
捧

げ
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す

る
た
め
次
の
と
お
り
福
島
町
戦
没

者
追
悼
式
を
実
施
し
ま
す
。

■
日　

時

　

７
月
14
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
〜

■
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

■
主　

催

　

福
島
町

■
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　

☎
47
―
４
６
８
１

　

温
泉
ポ
ン
プ
入
れ
替
え
工
事
に

よ
り
、
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
８
日
（
水
）
か
ら

通
常
営
業
と
な
り
ま
す
。

■
臨
時
休
館
期
間

　

７
月
６
日
（
月
）
※
休
館
日

　

７
月
７
日
（
火
）
ま
で

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に

思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦

平
成
27
年
度
戦
没
者
追
悼
式

吉
岡
温
泉
臨
時
休
館
に
つ
い
て

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

市
町
村
振
興
宝
く
じ
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万
と
同
時
発
売
!!

　

※ 

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

○発売期間

　平成27年７月８日（水）～７月31日（金）

○抽 選 日

　平成27年８月11日（火）

（財）北海道市町村振興協会

５
月
風
呂
の
日
の
当
選
者

松　

浦　

櫻
庭　

静
江　

さ
ん

宮　

歌　

棟
方　

律
子　

さ
ん

福　

島　

湊　
　

勝
広　

さ
ん

月　

崎　

鳴
海　

政
子　

さ
ん

新
栄
町　

西
川　

敬
子　

さ
ん  

三　

岳　

木
村　

亙
哉　

さ
ん

三　

岳　

木
村
真
理
子　

さ
ん

三　

岳　

平
野　

志
拓　

さ
ん

三　

岳　

平
野　

希
和　

さ
ん

松
前
町　

大
屋　

文
一　

さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

吉岡温泉だより

温泉で心も体もリフレッシュ！
風呂の日は、ちょっと得した気分！

家族みんなで、温泉へ出かけましょう！

●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券を１０組プレゼント！

７月の風呂の日

没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

は
、
ご
遺
族
に
一
層
の
弔
慰
の
意

を
表
す
る
た
め
、
償
還
額
を
年
５

万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
５

年
ご
と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

① 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

②
戦
没
者
の
子

③ 

戦
没
者
等
の
１
．
父
母 

２
．
孫

３
．
祖
父
母 

４
．
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

④
右
記
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円

　
（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

■
請
求
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※ 

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
10
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　

☎
47
―
４
６
８
１
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渡島・桧山管内町村職員募集
問　役場総務課総務防災係　☎47-3001　　渡島町村会事務局　☎0138-47-9223

自　衛　官　募　集
問　役場総務課総務防災係　☎47-3001
　　自衛隊松前地域事務所　☎0139-42-3774（Ｅメールでの資料請求は、recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp まで）

◆試験区分
一般事務～町長部局、教育委員会等各種委員会事務
局、議会事務局等に勤務し、一般行政事務に従事し
ます。
◆受験資格
【初級】　平成６年４月２日から平成１０年４月１日ま

でに生まれた方
【上級】　昭和６０年４月２日から平成６年４月１日ま

でに生まれた方

◆試験科目
　◎第一次試験・・・初級（教養・作文試験）
　　　　　　　　　　上級（教養・論文試験）
　◎第二次試験・・・一次試験合格者に対し面接試験
◆受験手続き及び期間
　７月１日（水）～７月３１日（金）
◆試 験 日
　９月２０日（日）

１　自衛官候補生
◆身 　 分　　特別国家公務員
　採用後「自衛官候補生」（特別国家公務員）に任命
され、自衛官となるために必要な基礎教育訓練を行
います。自衛官候補生として所要の教育を経て３ヶ
月後に２等陸・海・空士 ( 任期制自衛官 ) に任官し
ます。
◆募集種目　　陸・海・空自衛官候補生
◆対 象 者
　日本国籍を有する、 18歳以上27歳未満の方
◆受付締切日
　男子：年間を通じて受付しております
　女子：７月８日（火）必着
◆試 験 日
　 男子・・・9月 12 日（土）、13 日（日）、16 日（水）、
17 日（木）、21 日（月）、22 日（火）のうち１日

　女子・・・9月 26 日（土）、27 日（日）のうち１日

◆手 　 当
　自衛官候補生月額　126,900円（入隊から３ヶ月間）
　自衛官任用一時金　176,000円（２士に任官時）
◆休日・休暇
　週休２日制、祝日、年末年始及び夏季休暇、年次休暇
◆試験会場
　陸上自衛隊函館駐屯地内
２　一般曹候補生
◆募集種目　一般曹候補生
◆対 象 者
　日本国籍を有する、 18歳以上27歳未満の方
◆受付締切日
　９月８日（火）必着
◆試 験 日
　１次試験　９月 18 日（金）、19 日（土）のうち１日
◆試験会場
　陸上自衛隊函館駐屯地内

　平成28年度採用の町村職員採用資格試験が次のとおり行われます。詳しくは、上記までお問い合わせください。
※今年度より北斗市職員採用試験は単独で実施されます。

―広報ふくしま　7月号――広報ふくしま　7月号―



　

本
町
町
内
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト
及
び

ガ
ー
デ
ン
セ
ッ
ト
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が

全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
、
住
民
の
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進

し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と

と
も
に
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト
及
び

ガ
ー
デ
ン
セ
ッ
ト
の
整
備
に
よ
っ

て
、
円
滑
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を

図
り
町
内
会
の
親
睦
と
交
流
が
一

層
深
ま
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
普
及
や
住
民
意
識
の

高
揚
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
政
策
推
進
係

　

☎
47
―
３
０
０
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
【
本
町
町
内
会
】

　町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。
☆入札結果（5月27日～6月10日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間
三岳団地（５号棟）給湯設備改修工事 ㈱金澤建設 8,918,640 8,802,000 H27.7.17
浄化槽設置（その１）工事 ㈱石岡組 6,867,720 6,588,000 H27.8.31
町道吉野館崎線整備工事 安岡建設工業㈱ 7,495,200 7,236,000 H27.8.31
三岳団地公園遊具設置工事 ㈱石岡組 6,588,000 6,372,000 H27.9.30
吉岡総合センター建設工事家屋調査委託業務 和光技研㈱ 2,505,600 2,268,000 H28.3.25
林業専用道月崎線測量設計委託業務 北栄測量設計㈱ 3,963,600 3,726,000 H27.8.31
議会中継システム 東和Ｅ＆Ｃ㈱ 非公表 4,417,200 H27.8.10
総務課公用車 ㈲上田自動車 非公表 3,500,000 H27.8.31
交通安全指導車 ㈲上田自動車 非公表 2,940,000 H27.8.31
消火栓取替工事 ㈱金澤建設 2,453,760 2,376,000 H27.9.30
福島町役場庁舎省エネルギー改修工事 ㈲花田電気 3,096,360 2,970,000 H27.9.10

―広報ふくしま　7月号――広報ふくしま　7月号―



福島幼稚園（５歳児）

７月は福島幼稚園（年長児）のお友達の作品です。

【左から】

・にいやま　ひなた　ちゃん

・たかはし　こうき　く　ん

・よしざわ　まゆき　ちゃん

・のさか　　かのん　ちゃん

　6月8日（月）に北海道女だけの相撲大会

第9回写真コンテストの審査会が行われまし

た。競技部門とユニーク部門に分かれ審査を

行い、応募総数150点の中から入賞作品が選

ばれました。

　入賞作品は吉岡温泉大研修室に展示してい

ます。

＜競技部門＞

＜ユニーク部門＞

第24回 北海道女だけの相撲大会
第９回写真コンテスト

推　薦「必死」 増井　典子（苫小牧市）
特　選「投げちゃったー !!」 山田　清悦（北斗市）
 「大技で決めて」 東　　博昭（函館市）
入　選「華麗なる勝負」 増井　典子（苫小牧市）
 「怪力炸裂」 藤田　佳久（函館市）
 「行司泣かせ」 干場　幸也（函館市）

推　薦「来年も頑張るぞ」 花岡　勝美（江別市）
特　選「勝つわよ～」 宗山　和夫（七飯町）
 「ｱｲﾑ ｼﾞｬﾊﾟﾆｰｽﾞ ｲｪｰｲ」 千場　幸也（函館市）
入　選「将来の智の富士」 花岡　勝美（江別市）
 「笑いを誘って」 東　　博昭（函館市）
 「呼び出しさんの打ち合わせ」 森　　征人（福島町）

写真コンテスト結果

▲ユニーク部門　推薦　「来年も頑張るぞ」
花岡　勝美さん（江別市）の作品

▲競技部門　推薦「必死」
増井　典子さん（苫小牧市）の作品

―広報ふくしま　7月号――広報ふくしま　7月号―



○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

７
月
９
日 

（
木
） 

午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

７
月
15
日 

（
水
） 

松
前
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
１
時
45
分

●
初
回
講
習　

午
後
３
時

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

 

２
，
５
０
０
円

☆
更
新
時
講
習
手
数
料

○
優
良
運
転
者 

５
０
０
円

○
一
般
運
転
者　
　
　

８
０
０
円

○
初
回･

違
反
者 

１
，
３
５
０
円

○
高
齢
者

　

70
歳
〜
74
歳 

５
，
６
０
０
円

　

75
歳
以
上 

５
，
２
０
０
円

　

小
型
特
殊
の
み 

２
，
２
５
０
円

５
月
23
日
〜
６
月
22
日
届
出
分

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

☆
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

亡
く
な
っ
た
方  

年
齢 

地
区
名

藤
𠩤　

つ
な
さ
ん（
97
歳
）三
岳
１

鳴
海　

秀
悦
さ
ん（
81
歳
）月
崎
１

岩
谷　

ア
エ
さ
ん（
75
歳
）新
栄
町

木
村　

ハ
ナ
さ
ん（
92
歳
）宮　

歌

坂
口　

昭
一
さ
ん（
80
歳
）日
向
２

豊
島
ヨ
シ
ヱ
さ
ん（
94
歳
）日
向
２

岩
﨑
カ
ヲ
ル
さ
ん（
83
歳
）日
向
２

　

更
新
時
講
習
を
受
講
す
る
場

合
は
、 

事
前
に
松
前
警
察
署
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、 

ご
注
意
願
い
ま

す
。 

　

詳
細
は
、 

松
前
警
察
署
交
通

係 
（
☎
42
―
３
１
１
０
） 

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

日曜当番医 人口と世帯
 （H27. ５月末現在） 

前月比

７月５日　小笠原クリニック
　　12日（松前町立病院）
　　19日（木古内国保病院）
　　26日　深浦医院

人　口 ４, ５９１ 人 －６ 人

男 ２, １４４ 人 －１ 人

女 ２, ４４７ 人 －５ 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, ２６５ 世帯 －２ 世帯

第704号

平成27年７月１日発行

ふるさと応援基金ふるさと応援基金
　平成27年6月23日現在までの寄付金が下記の
とおりとなりました。ありがとうございました。

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、 町ホームページで！

担当：企画財政課政策推進係  ☎47-3007

期　　間 件数 寄　付　金

H18.4～ H27.3 394件 22,521,222円

H27.4～6 102件 575,000円

小　計　① 496件 23,096,222円

使ったお金② 6件 1,394,000円

①－② 21,702,222円

このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望さ
れる方は、 企画財政課広報広聴係 （☎47－3007） までご連絡ください。 

スピードダウンキャンペーン実施中！

お 

名 

前

地
区
名

保
護
者

村
上　

光こ
う

一い
ち
く
ん

新
栄
町

孝
史
さ
ん

石
岡　

大た
い

聖せ
い
く
ん

丸
山
団
地

裕
貴
さ
ん

おうちの方より一言

―広報ふくしま　7月号――広報ふくしま　7月号―
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